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さいたま市立病院経営評価委員会次第
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さいたま市立病院中期経営計画の達成状況について
【平成30年度評価（案）】



項目評価一覧

ア 施設整備の推進 A 1 新病院建設事業の円滑な推進 1 実施 実施 a 7 新病院計画及び予算等に基づいて、順次滞りなく進める。

イ 2 7対1入院基本料の維持 2 維持 維持 a 7 看護必要度に注意しつつ、病床利用率にも配慮する。

3 平均在院日数の適正化 3 12.0日 11.9日 a 7 DPCの入院期間がⅢまたはⅢ超の患者数の抑制を図る。

4 手術件数の増加 4 4,750件/年 4,967件/年 a 7 新病院では、手術室を現行の7室から12室に拡張する。

5 外保連試案及び特定内科診療の項目達成数 5 5項目 4項目 b 4 DPC特定病院群（旧Ⅱ群）指定を受けるため、唯一未達である「高度な医療技術」要件の達成を図る。

ウ 救急医療対応の充実 A 6 救急搬送患者数の増加 6 6,200件/年 7,503件/年 a 7 新病院では、救命救急センターを新設し、重症患者の受入れを積極的に行う。

エ がん診療の機能強化と充実 7 がん診療連携拠点病院指定の維持 7 維持 維持 a 4.9 施設基準に基づく実績要件を維持する。

8 放射線治療処置件数の増加 8 4,000件/年 4,233件/年 a 4.9 総合入院体制加算1の施設基準として意識する。

9 化学療法実施件数の増加 9 5,000件/年 4,742件/年 b 2.8 新病院では、現行の10ベッドから20ベッドに拡張する。

10 内視鏡治療処置件数の増加 10 1,350件/年 1,427件/年 a 4.9 新病院では、現行の3室から5室に拡張する。

オ 11 新生児対応機能の維持 11 実施 実施 a 4.9 院内出生の新生児を適切に管理するとともに、院外出生の新生児についても積極的に受け入れる。

12 母体搬送の積極的な受入 12 140件/年 190件/年 a 4.9

13 分娩対応の適正化 13 720件/年 896件/年 a 4.9

カ 14 災害時における医療体制の充実 14 実施 実施 a 2.1

15 DMATチーム体制の充実 15 実施 実施 a 2.1

ア 16 病院機能評価の受審 16 実施 実施 a 7 総合入院体制加算1及び2の施設基準として意識する。

17 ISO15189の取得 17 維持 維持 a 7 国際標準検査管理加算の施設基準として意識する。

イ 総合的な診療体制の強化 A 18 チーム医療の推進 18 継続 継続 a 7 既存チームの活動を充実させるとともに、必要なチームの設置についても適宜検討する。

ウ 19 医療安全関連の研修会・セミナー等の開催件数 19 8回/年 8回/年 a 4.9

20 医療安全に関する改善取組の推進 20 12回/年 12回/年 a 4.9

エ 医療情報の活用 B 21 クリニカルインディケーターの作成・公表・活用 21 実施 実施 a 4.9 特に「病院情報の公表」に関するデータを整理し、公表することで、保健診療係数を確保する。

ア 患者満足度の向上 22 入院患者満足度の向上 22 90%以上 89% b 4

23 外来患者満足度の向上 23 75%以上 73% b 4

イ 院外への情報発信 24 市民公開講座の実施 24 20回/年 36回/年 s 3

25 広報誌の発刊 25 4回/年 4回/年 a 2.1

26 ホームページアクセス件数の増加 26 約32千件/月 55千件／月 s 3

ア 地域医療支援病院の承認 A 27 承認に必要な基準の達成・維持 27 維持 維持 a 7 承認後の係数付与により増収が見込まれる。（紹65%・逆紹40%or紹50%・逆紹70%）

イ 28 登録医療機関数の増加 28 25件 21件 b 2.8

29 取扱件数の増加・維持 29 180件以上 178件 b 2.8

ウ 30 情報交換のための医療機関訪問 30 実施 実施 a 4.9 紹介患者の確保に向けた情報交換を行う。

31 医療相談対応件数の増加 31 1,200件/年 2,456件/年 s 7 患者さんの転院、在宅療養、医療費等の相談・情報提供及び関係機関との連絡調整の強化を図る。

32 院内職員に対する退院支援研修会の開催 32 3回/年 4回/年 a 4.9 退院支援機能を強化し、患者さんの早期回復・在宅復帰及び平均在院日数の短縮化を図る。

ア 院内情報システムの更新 B 33 院内情報システムの更新 33 準備 準備 a 4.9

イ SPDの導入 B 34 SPDの導入 34 検討 検討 a 4.9

ア 医業収益の拡大 35 病床利用率（一般病床）の向上 35 86.9% 84.8% b 4 平均在院日数及び新入院患者数（一般病床）の目標値より算出。

36 新入院患者数（一般病床）の増加 36 1,180人/月 1,189人/月 a 7 救急及び紹介による患者確保を積極的に行う。

37 入院診療単価（一般病床）の向上 37 64,440円 69,342円 a 7 地域医療支援病院の承認、平均在院日数の短縮化及び手術件数の増加等により、診療単価の向上を図る。

38 外来診療単価の向上 38 13,707円 14,781円 a 7 外来患者数の適正化（総合入院体制加算の施設基準である逆紹介割合4割）を図る。

39 査定率の抑制 39 0.14% 0.15% b 4 請求業務の精度向上を図るとともに、査定内容の診療現場へのフィードバック等を行い、再発防止を図る。

イ 医業未収金の削減 B 40 医業未収金発生率の抑制 40 2.18% 2.15% a 4.9 未収金の発生防止に努めるとともに、効率的・効果的な督促を行う。

ア 材料費の縮減 41 材料費対医業収益比率の適正化 41 22.7% 24.6% b 4 包括算定される高額薬剤の抑制及び購買管理の徹底を図る。

42 後発医薬品使用数量割合の拡大 42 80% 86.56% a 7 薬品費の縮減及び後発医薬品係数の確保を図る。

イ 医療機器等調達費用の縮減 B 43 価格及び保守内容の妥当性確認 43 実施 実施 a 4.9 保守費用も考慮した適正価格で購入する。

ウ ESCOによるエネルギーの省力化 C 44 ESCOによる光熱水費の縮減 44 4,000万円/年 4,059万2千円/年 a 2.1 ESCOによる省エネルギー効果の検証を行い、光熱水費の縮減を図る。

ア 院内組織の見直し A 45 組織の見直し 45 実施 実施 a 7 企画部門の設置等、経営管理機能の向上を図る。

イ 職員の経営意識の醸成 B 46 経営状況に関する説明会（研修会）の実施 46 2回 2回 a 4.9 市立病院の経営状況及び取組課題等について、職員の理解を深める。

ア 必要人員の確保 A 47 職員の増員 47 848名 888名 a 7

イ 人材の育成 B 48 資格取得支援・研修会や学会への参加推進 48 実施 実施 a 4.9

ウ 働きがいのある職場づくり 49 職員満足度の向上 49 70%以上 77% a 2.1 定期的に職員満足度調査を実施し、職員の不満や要望等を把握した上で、必要な対策を講じる。

50 労務環境の改善 50 実施 実施 a 2.1 PDCA管理に基づいて勤務時間の適正化及び労働安全衛生水準の向上を図り、快適な職場環境を形成する。

※満点は、大項目ごとの小項目評価がすべてsと仮定して設定。
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市立病院の診療機能や診療活動等を地域住民等に周知し、地域の基幹病院としての役割を果たすととも
に、患者の確保に繋げる。

地域医療機関との機能分化により、外来業務の負担軽減及びハイリスク妊産婦等の受入強化を図る。

新病院計画及び予算等に基づいて、順次滞りなく進める。

新病院計画等に基づき、更なる医療サービスの拡充、施設基準の維持及び新たな施設基準の取得に必要
な人員の確保及び人材の育成を図る。

備考

ハイリスク妊産婦の受入れを積極的に行うとともに、分娩については周辺医療機関と連携して適切に対応す
る。

別途、計画等で定められている基準に基づいて体制を整備し、災害発生時に迅速かつ適切に対応する。

医療安全に対する職員の関心や理解を深め、ヒヤリハット等の報告を徹底し、順次必要な対策を講じる。

定期的に患者満足度調査を実施し、患者の不満や要望等を把握した上で、順次必要な対策を講じる。

災害拠点病院としての体制整備

外部組織における報告・評価

周産期母子医療センターとして
の機能維持と強化

（仮称）地域医療支援センターの
設置に向けた機能強化

C

B

B

A

A

C

医療安全に関する取組の更なる
強化

産科セミオープンシステムの充実

C

A

B

A

A

A

病院
評価

A

A

B

A
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66%

70%

65%

56%

70%

⑤職員の確保・
人材育成と適
正配置
（満点23）

(2)健全な
経営基盤
の確立

①公立病院とし
て地域住民から
求められる医療
機能の提供
（満点115）

②医療の質の
向上

（満点51）

③利用者サービ
スの向上
（満点29）

④病診連携の
強化

（満点45）

(1)地域の
基幹病院
としての地
域医療に
おける中核
的な役割

①業務改善に
関する取組
（満点14）

②収益確保に
向けた取組
（満点57）

③費用縮減に
関する取組
（満点30）

④経営管理体
制の整備
(満点17)

急性期病院としての機能強化と
充実

B

A

B

中項目 小項目目指すべき
方向性

大項目 評価
ウエイト

H30年度
実績
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頁 評価
点数

評価
点数／
　　満点
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評価
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70%

B

A

A

A

A

A

B

B

A

A

A

70%

60%

59%

【評価方法】

①評価指標

S（ｓ）

A（ａ）

B（ｂ）

C（ｃ）

未着手又は中期経営計画の目標を大幅に下回っている（未着手又は実績値が目標値の６０％未満で、
かつ取組の実施について重大な問題が生じている場合等）

D（ｄ）

中期経営計画の目標を大幅に上回り、特に優れた成果が認められる 

中期経営計画の目標を達成、又は上回っている（実績値が目標値に対して１００％以上の場合等） 

中期経営計画のおおむね目標どおり（実績値が目標値に対して８０％以上１００％未満の場合等） 

中期経営計画の目標を下回っている （実績値が目標値の８０％未満の場合等） 

② ③満点評価点数に占める小項目評価点数の割合による大項目 ④中項目に対する評価ウエイトの設定

s 10点

a  7点

b  4点

c  1点

d  0点

S

A

B

C

D

90%以上

60%以上90%未満

30%以上60%未満

10%以上30%未満

10%未満

Ⅰ Ⅱ

重要度

難
易
度

Ⅰ

Ⅱ

 A（100%） B（70%）

 B（70%） C（30%）
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

66%
（75.4/115） Ａ Ａ

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

項　　目　　評　　価

R01年度 ↓ ― ― ―

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

H29年度 5項目 4項目
　手術の実施状況等を検証し、手術指数の向上
について検討した。

　特定内科診療については3項目すべてを達成したが、外保連試案について
は1項目のみの達成であるため、引き続き手術の実施状況等を検証し、手術
指数の向上について検討していく。

b

取組内容

R02年度 ↓ ― ―

b

―

―

　特定内科診療については3項目すべてを達成したが、外保連試案について
は1項目のみの達成であるため、引き続き手術の実施状況等を検証し、手術
指数の向上について検討していく。

―

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

イ 急性期病
院としての機
能強化と充実

5 外保連試案
及び特定内科
診療の項目達
成数

5項目 4項目
　手術の実施状況等を検証し、手術指数の向上
について検討した。

病院評価説明
(成果・課題等）

（１） 地域の基幹病院としての地
域医療における中核的な役割

―
① 公立病院として地域住民から求められる医療
機能の提供

5. 外保連試案及び特定内科診療の項目達成数

������



病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

66%
（75.4/115） Ａ Ａ

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

項　　目　　評　　価

R01年度 6,500件/年 ― ― ―

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

H29年度 6,200件/年 6,596件/年
　救急搬送患者数の増加に向けて、救急委員会
で搬送受入可否事例について精査分析を行い、
受入体制の改善を図った。

　取組を進めた結果、受入れから入院までの流れなどがスムーズになり、受
入件数が増加し、救急搬送患者数は目標に対し121%の達成率となった。

a

取組内容

R02年度 7,000件/年 ― ―

a

―

―

　救急委員会において、埼玉県救急医療情報システムの受入可否の情報を
細やかに行うことにより、救急患者の受入増加を図った。救急搬送患者数
は、目標に対して106.4%の達成率となった。
　今後も引き続き、当該委員会にて、救急患者の受入れについて検討し、件
数の増加を目指したい。

―

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

ウ 救急医療
対応の充実

6 救急搬送患
者数の増加

6,200件/年 7,503件/年

・救急搬送患者数の増加に向けて、救急委員会
で搬送受入可否事例について精査分析を行い、
受入体制の改善を図った。
・救急医療体制の充実を図るため、救急科に経
験豊富な救急科医師を配置した。

病院評価説明
(成果・課題等）

（１） 地域の基幹病院としての地
域医療における中核的な役割

―
① 公立病院として地域住民から求められる医療
機能の提供

6. 救急搬送患者数の増加
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

66%
（75.4/115） Ａ Ａ

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

項　　目　　評　　価

R01年度 ↓ ― ― ―

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

H29年度 維持 維持

・緩和ケア研修会については目標どおり6月3日、
6月4日に実施した（受講者27人 ）。
・がん診療の機能強化と充実を図るため、4月1
日に腫瘍センターを設置し、体制整備を図った。
・11月にがん診療連携拠点病院の現状報告書を
提出し、指定を維持した。

　　予定どおり、がん診療連携拠点病院指定に必要な緩和ケア研修会の開
催や、現況報告書の提出を行った。
　H30年度に発出されたがん診療連携拠点病院の指針の変更により、要件
が細かく変更となったものが多くあったが、更新手続に向け、関係部署ごとに
打ち合わせを行い、対応した。

a

取組内容

R02年度 ↓ ― ―

a

―

―

　予定どおり、がん診療連携拠点病院指定に必要な緩和ケア研修会の開催
や、現況報告書の提出を実施した。
　今後は、H30年度にがん診療連携拠点病院の指針の変更が予定されてい
るため、がん診療推進委員会をH30年度に開催する。

―

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

エ がん診療
の機能強化と
充実

7 がん診療連
携拠点病院指
定の維持

維持 維持

・地域がん診療連携拠点病院の指定要件である
緩和ケア研修会を開催した（7月21日、22日）。
・地域がん診療連携拠点病院の指定更新を受け
た（認定期間：4年間）。

病院評価説明
(成果・課題等）

（１） 地域の基幹病院としての地
域医療における中核的な役割

―
① 公立病院として地域住民から求められる医療
機能の提供

7. がん診療連携拠点病院指定の維持
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

66%
（75.4/115） Ａ Ａ

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

項　　目　　評　　価

R01年度 4,470件/年 ― ― ―

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

H29年度 4,000件/年 4,220件/年

　キャンサーボードにおいて放射線治療の実施に
ついて協議し、また当該科主治医と直接面会して
治療方針の策定や放射線治療の適応を相談しな
がら進めた。

　キャンサーボードにおける協議や、放射線科医と主治医との連携により、年
間の目標値を達成した（対目標比105.8%）。
　今後も目標値を達成できるよう、取り組んでいく。

a

取組内容

R02年度 5,370件/年 ― ―

a

―

―

　キャンサーボードにおける協議や、放射線科医と主治医との連携により、年
間の目標値を達成した。
　今後も目標値を達成できるよう、取り組んでいく。

―

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

エ がん診療
の機能強化と
充実

8 放射線治療
処置件数の増
加

4,000件/年 4,233件/年

　キャンサーボードにおいて放射線治療の実施に
ついて協議し、また、当該科主治医と直接面会し
て、治療方針の策定や放射線治療の適応を相談
しながら進めた。

病院評価説明
(成果・課題等）

（１） 地域の基幹病院としての地
域医療における中核的な役割

―
① 公立病院として地域住民から求められる医療
機能の提供

8. 放射線治療処置件数の増加
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

66%
（75.4/115） Ａ Ａ

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

項　　目　　評　　価

R01年度 5,400件/年 ― ― ―

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

H29年度 5,000件/年 4,700件/年

・安全な化学療法の実施
・安定的な症例の蓄積
・新規抗癌剤に対応できる研修体制の構築
・薬剤被爆対策の導入による、化学療法に携わ
る医療者の保護

　第1四半期1,115件、第2四半期1,213件、第3四半期1,274件、第4四半期
1,140件、合計4,742件の化学療法を施行し、目標に対し94.8%の達成率となっ
た。
　長時間を要する化学療法にも対応しており、外来化学療法室の利用時間
はほぼ上限に達している。
　今後、短時間で終了するレジメンの採用、チェック体制の効率化を行って、
患者にも医療従事者にも無理のない状況で症例の増加を図っていく。

b

取組内容

R02年度 7,200件/年 ― ―

b

―

―

　第1四半期1,185件、第2四半期1,180件、第3四半期1,232件、第4四半期
1,103件、合計4,700件の化学療法を施行し、目標に対し94%の達成率となっ
た。
　長時間を要する化学療法も外来化学療法室で実施されており、外来化学
療法室の利用時間は上限に達しているため、今後、効率的な運営を図るべ
く、改善を行う必要がある。

―

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

エ がん診療
の機能強化と
充実

9 化学療法実
施件数の増加

5,000件/年 4,742件/年

・安全な化学療法の実施
・安定的な症例の蓄積
・新規抗癌剤に対応できる研修体制の構築
・薬剤被爆対策の導入による、化学療法に携わ
る医療者の保護

病院評価説明
(成果・課題等）

（１） 地域の基幹病院としての地
域医療における中核的な役割

―
① 公立病院として地域住民から求められる医療
機能の提供

9. 化学療法実施件数の増加
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

65%
（29.4/45) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

H29年度 実施 実施

30 情報交換
のための医療
機関訪問

a　紹介患者の確保及び医療機関との連携を図る
ため、医療機関を訪問し、情報交換を行った。

R01年度 ↓ ― ― ―

項　　目　　評　　価

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

（１） 地域の基幹病院としての地
域医療における中核的な役割

―④ 病診連携の強化

ウ （仮称）地
域医療支援セ
ンターの設置
に向けた機能
強化

目指すべき方向性 大項目

実施

委員会評価 委員会による評価修正理由

R02年度 ↓ ― ― ― ―

a

　医療機関との連携を図るため、「さいたま市地域連携の会」、「さいたま市地
域医療連携交流会」、「さいたま地域連携看護師会」に参加し、延べ29病院と
連携を図った他、回復期病院1件、療養病院3件、急性期病院1件を訪問し、
情報交換を行った。また、「埼玉県医師会脳卒中地域連携研究会情報交換
会」に2回参加し、情報交換を行った。
　今後も引き続き、医療機関を訪問する等、連携、情報交換を行う。

実施
　紹介患者の確保及び医療機関との連携を図る
ため、医療機関を訪問し、情報交換を行った。

　医療機関との連携を図るため、回復期病院3件、療養病院3件、急性期病
院2件、ケアミックス病院12件、一般病院1件、診療所44件を訪問し、情報交
換を行った。
　また、「さいたま市地域連携の会」に参加し、市内の30病院と連携を図った
ほか、「メディカル・ソーシャル・ワーカー等研修」に参加し、市内20病院及び
介護事業者等と連携を図った。
　更に、「埼玉県医師会脳卒中地域連携研究会情報交換会」に2回参加し、
情報交換を行った。
　今後も引き続き、医療機関を訪問する等、連携、情報交換を行う。

―

30. 情報交換のための医療機関訪問
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

65%
（29.4/45) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

H29年度 1,200件/年 1,878件/年

31 医療相談
対応件数の増
加

a
　医療相談員及び退院調整看護師が、患者の転
院、在宅医療及び医療費等の相談に対して情報
提供を行うとともに、医療機関及び介護事業所等
の関係機関と連携調整を行った。

R01年度 2,050件/年 ― ― ―

項　　目　　評　　価

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

（１） 地域の基幹病院としての地
域医療における中核的な役割

―④ 病診連携の強化

ウ （仮称）地
域医療支援セ
ンターの設置
に向けた機能
強化

目指すべき方向性 大項目

1,200件/年

委員会評価 委員会による評価修正理由

R02年度 2,300件/年 ― ― ― ―

s

　医療相談員及び退院調整看護師が行った患者の転院、在宅医療及び医療
費等の相談件数が1,878件となり、目標値を上回った。
　今後も引き続き、転院、自宅退院支援について、医療機関及び介護事業所
等関係機関と連携調整を行い、患者支援を行っていく。

2,456件/年
　医療相談員及び退院調整看護師が、患者の転
院、在宅医療及び医療費等の相談に対して情報
提供を行うとともに、医療機関及び介護事業所等
の関係機関と連携調整を行った。

　退院調整看護師の増員及び入院支援が開始されたことにより、相談件数
が2,456件となり、大きく増加した。
　引き続き、転院及び自宅退院支援について、医療機関や介護事業所等の
関係機関と連携調整を行うことで、患者支援を行っていく。

―

31. 医療相談対応件数の増加
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

65%
（29.4/45) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

H29年度 3回/年 4回/年

32 院内職員
に対する退院
支援研修会の
開催

a
　退院支援機能の強化による患者の早期回復、
在宅復帰及び平均在院日数の短縮化を図るた
め、退院支援の業務内容及び取組状況等につい
て院内研修会を開催し、職員への周知徹底を
図った。

R01年度 ↓ ― ― ―

項　　目　　評　　価

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

（１） 地域の基幹病院としての地
域医療における中核的な役割

―④ 病診連携の強化

ウ （仮称）地
域医療支援セ
ンターの設置
に向けた機能
強化

目指すべき方向性 大項目

3回/年

委員会評価 委員会による評価修正理由

R02年度 ↓ ― ― ― ―

a

　毎月開催の師長会において、退院支援に関する業務内容及び取組状況等
について報告を行った。また、6月及び11月の看護部マネジメント研修会の
他、救急外来、内科病棟において、退院支援研修会を開催し、職員への周知
を図った。
　今後も引き続き、退院支援に関する報告や研修会の開催により、職員への
周知徹底を図る。

4回/年

　退院支援機能の強化による患者の早期回復、
在宅復帰及び平均在院日数の短縮化を図るた
め、退院支援の業務内容及び取組状況等につい
て院内研修会を開催し、職員への周知徹底を
図った。

　6月に師長会における退院支援研修会、11月に東5階病棟スタッフに向けた
退院支援に関する研修会及び在宅医療に関する全職員向けの研修会、3月
に師長・副師長合同会における退院支援業務及び取組状況に関する研修会
を開催し、職員への周知を図った。
　また、4月には、H30年度採用の内科系専修医向け院内オリエンテーション
において、退院支援に関する業務内容の説明を行った。
　今後も引き続き、退院支援に関する報告や研修会の開催により、職員への
周知徹底を図る。

―

32. 院内職員に対する退院支援研修会の開催
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

70%
（9.8/14) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

H29年度 準備 準備

33 院内情報
システムの更
新

b

・Ｈ30年度当初予算要求分の仕様書を作成し、各社へ情報提供依頼を
行った（4～6月）。
・各社の情報提供を参考に、Ｈ30年度予算要求資料を作成し、予算要求
に係る情報システム精査用見積書をICT政策課へ提出した（7～8月）。
・H30年度当初予算分を要求し、財政局との協議の上、所要費用を予算
計上した（10月予算要求、11～1月協議、2月予算計上）。
・H31年度当初予算要求分の移行計画及び仕様案の検討を行った（10～
3月）。
・設計・建築との与条件の整合を行った（随時）。

R01年度 更新・稼働 ― ― ―

項　　目　　評　　価

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

（２） 健全な経営基盤の確立 ―① 業務改善に関する取組

ア 院内情報
システムの更
新

目指すべき方向性 大項目

準備

委員会評価 委員会による評価修正理由

R02年度 稼働 ― ― ― ―

a

　H30年度当初予算要求分（新病院の医療情報システム）について、予定ど
おり準備を進め、所要費用を予算計上した。
　H31年度当初予算要求分（院内の情報ネットワーク）について、移行計画及
び仕様書の作成をH29年度末までに終える予定にしていたが、関連するシス
テム管理委員会に議題として付議し、概要の検討を行うまでに留まった。

準備

・医療総合情報システムの調達を準備（4月～7
月）し、発注（8月）した。
・Ｈ31年度調達の情報系ネットワーク構築の情報
提供依頼を行い、予算要求を実施した。
・医療総合情報システムの調達を行い、契約を締
結した（11月）。
・医療総合情報システムのシステム設計を開始
し、WGを開始した（2月）。
・新病院建設工事との与条件整合（随時）

　医療総合情報システムは、ほぼスケジュール通りに調達を実施した。
　H31年度情報系ネットワーク構築（職員用インターネット）について、これまで
のアンケート内容等を踏まえ、情報提供依頼を行った。その後、情報提供が
あった各社とヒアリング（9月）を実施し、予算要求を実施した。
　医療総合情報システムの設計を2月から開始し、院内の各部門からメン
バーを集め36個のシステムWGを開始した。WGは、H31年4月までに概ね終
了する見込みである。

―

33. 院内情報システムの更新
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

70%
（9.8/14) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

H29年度 検討 検討

34 SPDの導
入

a

　院内関係所管で調整のうえ、SPD業務の運用フ
ロー及び仕様内容等について決定し、H30年度
予算要求を行った。また、総合図確認会において
SPD倉庫内の什器・備品に係る電源設備の配置
等について仕様内容に基づく確認及び修正を
行った。

R01年度 実施 ― ― ―

項　　目　　評　　価

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

（２） 健全な経営基盤の確立 ―① 業務改善に関する取組

イ SPDの導入

目指すべき方向性 大項目

検討

委員会評価 委員会による評価修正理由

R02年度 ↓ ― ― ― ―

a

　4月から院内関係部署及びコンサルタント業者を交え、業務運用フロー及び仕様内
容等について検討を重ね、8月に仕様書を作成し、その仕様書に基づいた概算見積
書を複数業者から徴取した。また、1月末に新病院建物の総合図確認会において
SPD倉庫内の什器・備品に係る電源設備の配置等について仕様内容に基づく確認
及び修正を行った。
　今後は、トレイライナーの運用を含め、開院後の物流フローを検討するとともに、公
募資料を作成し、業者選定を進めていく。

検討

　院内関係所管及びコンサルタント業者を交え、
契約方法や「新病院開院前の準備業務」及び「開
院後の物品管理業務（薬品管理業務・診療材料
等管理業務）」の各業務の内容確認及び仕様書
の文言整理を行い、9月に業務運用フロー及び仕
様内容を確定させた。そして、10月に保健福祉局
契約審査委員会の審議・承認を経て、1月に入札
公告、2月に入札を執行し業務委託契約を締結し
た。3月から契約の履行が開始され、受託者と導
入に必要な準備業務の協議を行った。

　新病院開院時（12月28日）のSPD導入に向け、順調に取組を進めた。
　今後は、受託者とともに各種マスタの構築、各部署との運用協議、物品定
数のヒアリング等を行うほか、SPD導入までに業務運用マニュアルの作成、
院内全体でのオリエンテーションの開催及びシステムシミュレーションの実施
等を行い、SPDの円滑な導入を図る。また、導入後は安定的に運用を行って
いく。

―

34. SPDの導入
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

59%
（33.9/57) B B

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

H29年度 86.9% 82.8%

35 病床利用
率（一般病床）
の向上

b
・病床管理委員会を定期的に開催し、平均在院
日数の適正化及び重症度、医療・看護必要度評
価の適切な管理を行うとともに、病床管理上の課
題を検討した。

R01年度 75.0% ― ― ―

項　　目　　評　　価

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

（２） 健全な経営基盤の確立 ―② 収益確保に向けた取組

ア 医業収益
の拡大

目指すべき方向性 大項目

86.9%

委員会評価 委員会による評価修正理由

R02年度 83.0% ― ― ― ―

b

　病床管理委員会を3回開催し、病床利用状況の把握及び病床運用上の課
題の検討を行った。病床利用率については、H28年度との比較では、0.2ポイ
ント減少の82.8%となり、目標に対しては95.3%の達成率となった。

84.8%

　入退院支援管理委員会を定期的に開催し、平
均在院日数の適正化及び重症度、医療・看護必
要度評価の適切な管理を行うとともに、病床管理
上の課題を検討した。

　入退院支援管理委員会を4回開催し、病床利用状況の把握及び病床運用
上の課題の検討を行った。
　病床利用率については、H29年度との比較では、2.0ポイント増の84.8%とな
り、目標に対しては97.6%の達成率となった。

―

35. 病床利用率（一般病床）の向上
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

59%
（33.9/57) B B

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―② 収益確保に向けた取組

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

ア 医業収益
の拡大

36 新入院患
者数（一般病
床）の増加

1,180人/月 1,189人/月
・救急患者の受入体制の強化
・地域医療機関との連携推進

　救急委員会において、受入体制について検討を行い、救急入院患者数が
H29年度の5,557人に対して、H30年度は、5,811人と254人の増となった。
　月当たりの新入院患者数は、H29年度の1,171人と比較して18人増加し、目
標に対して100.7%の達成率となった。
　今後は、受入れを断った理由や救急隊の引き上げの際の所要時間等の精
査を行い、引き続き目標値の達成に向けて努力していく。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

H29年度 1,180人/月 1,171人/月
・救急患者の受入体制の強化
・地域医療機関との連携推進 b

―

―

　救急委員会において、受入体制について検討を行い、救急入院患者数が
H28年度の5,594人に対して、H29年度の5,557人と比較すると37人の微減と
なったが、月当たりの新入院患者数は、H28年度の1,165人と比較して6人増
加し、目標に対して99.2%の達成率となった。
　今後は、受入れを断った理由等の精査を行い、引き続き目標値の達成に向
けて努力していく。

R02年度 1,235人/月 ― ― ―

R01年度 1,116人/月 ― ― ―

36. 新入院患者数（一般病床）の増加
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

59%
（33.9/57) B B

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―② 収益確保に向けた取組

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

ア 医業収益
の拡大

37 入院診療
単価（一般病
床）の向上

64,440円 69,342円

　医学管理料等の算定拡大、平均在院日数の適
正化及び手術件数の増加等により、入院診療単
価の向上を図った。
　H30年度診療報酬改定により新たに設定された
施設基準等のうち、取得可能なものについて届
出を行い、算定を開始した。

　総合入院体制加算3から2への加算区分の変更や、新たな加算の届出のほ
か、診療報酬改定の係数増加等の影響により、入院診療単価はH29年度と
比較して4,740円上昇し、目標値に対して107.6%の達成率となった。
　今後は、R2年度の診療報酬改定を見据え、適宜情報を収集し、新設加算
等の届出に向けた準備を行っていく。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

H29年度 63,708円 64,602円
　医学管理料等の算定拡大、平均在院日数の適
正化及び手術件数の増加等により、入院診療単
価の向上を図った。

a

―

―

　重症患者の入院数は増加傾向にあり目標値を達成したが、入院診療単価
はH28年度比で173円下回った。
　今後は、H30年度の診療報酬改定を踏まえ、新設加算等について届出を
行っていく。

R02年度 72,341円 ― ― ―

R01年度 70,181円 ― ― ―

37. 入院診療単価（一般病床）の向上

��������



病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

59%
（33.9/57) B B

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―② 収益確保に向けた取組

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

ア 医業収益
の拡大

38 外来診療
単価の向上

13,707円 14,781円

　化学療法や高額検査等を推進し、外来診療単
価の向上を図った。
　H30年度診療報酬改定により新たに設定された
施設基準等のうち、取得可能なものについて届
出を行い、算定を開始した。

　H29年度と比較して、化学療法の件数が74件増の3,063件、CTの撮影件数
が1,039件増の21,706件となったこと等により、外来診療単価はH29年度と比
較して234円上昇し、目標値に対して107.8%の達成率となった。
　今後は、R2年度の診療報酬改定を見据え、適宜情報を収集し、、新設加算
等の届出に向けた準備を行っていく。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

H29年度 13,531円 14,547円
　化学療法や高額検査等を推進し、外来診療単
価の向上を図った。 a

―

―

　H28年度と比較して、化学療法の件数が406件増の2,989件となったこと等
により、外来診療単価が1,098円増となり、目標値を達成した。
　今後は、H30年度の診療報酬改定を踏まえ、新設加算等について届出を
行っていく。

R02年度
15,336円

― ― ―

R01年度 14,674円 ― ― ―

38. 外来診療単価の向上

��������



病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

59%
（33.9/57) B B

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

b

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―② 収益確保に向けた取組

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

ア 医業収益
の拡大

39 査定率の
抑制

0.14% 0.15%

・保険委員会で査定内容を協議し、必要に応じて
医療従事者に協議内容を周知することにより、査
定率の抑制を図った。
・レセプトチェックソフトのチェック項目の見直しを
行った。

　H30年度は、手術で使用する高額な材料が査定され、査定率が高くなる傾
向があったが、高額な査定についても保険委員会で協議し、再審査請求する
ことで復活することもあった。
　また、レセプトチェックソフトの病名漏れチェック機能等を改善し、病名漏れ
等を防げたこともあり、目標値は概ね達成することができた。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

H29年度 0.14% 0.12%

・保険委員会で査定内容を協議し、必要に応じて
医療従事者に協議内容を周知することにより、査
定率の抑制を図った。
・レセプトチェックソフトのチェック項目の見直しを
行った。

a

―

―

　第1四半期では、新たな査定項目が増えたことへの対応が十分にできず、
実績値が0.17%となった。しかし、その後、8月よりレセプトチェックソフトの点検
項目を、直接レセプトに表記するように改善してからは、レセプト請求前の
チェックをより正確に行えるようになり、査定率を抑制することができ、H29年
度の実績値では目標を上回った。

R02年度
↓

― ― ―

R01年度 ↓ ― ― ―

39. 査定率の抑制
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

59%
（33.9/57) B B

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―② 収益確保に向けた取組

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

イ 医業未収
金の削減

40 医業未収
金発生率の抑
制

2.18% 2.15%

・未収金回収業務委託の際、契約時期を早め業
務の履行期間を延ばすことで回収実績の向上を
図った。
・債権管理条例に基づき、定期的な督促を実施
するとともに、継続して市立病院経営部3課によ
る臨戸徴収を行った。

　定期的に督促状を発送するとともに、未収患者の外来受診及び再入院時
等に積極的に折衝を繰り返し、支払いを促した結果、目標値を達成した。
　今後も引き続き定期的な督促を行いつつ、死亡患者や転居した患者に対し
ては、住民登録や戸籍の調査を行い、速やかに督促を行うように努めてい
く。また、住所不定者や外国人の未収患者に対しても、社会資源の活用によ
り、未収金の削減を図っていく。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

H29年度 2.18% 2.20%

・未収金回収業務委託の際、契約時期を早め業
務の履行期間を延ばすことで回収実績の向上を
図った。
・債権管理条例に基づき、定期的な督促を実施
するとともに、継続して市立病院経営部3課によ
る臨戸徴収を行った。

b

―

―

　定期的に督促状を発送するとともに、未収患者の外来受診及び、再入院時等に積
極的に折衝を繰り返し支払いを促したが、目標を下回る実績値となった。
　今後も引き続き定期的な督促を行いつつ、死亡患者や転居した患者に対しては、
住民登録や戸籍の調査を行い、速やかに督促を行うように努めていく。また、住所不
定者や外国人の未収患者に対しても社会資源の活用により、未収金の削減を図って
いく。

R02年度
↓

― ― ―

R01年度 ↓ ― ― ―

40. 医業未収金発生率の抑制
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

60%
（18/30) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

b

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―③ 費用縮減に関する取組

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

ア 材料費の
縮減

41 材料費対
医業収益比率
の適正化

22.7% 24.6%

　・診療材料審査委員会を年4回開催し、新規材
料等の審査を適正に行った。
・材料費の縮減を図るため、薬品及び診療材料
について価格交渉を行った。

　材料費対医業収益比率は、目標値の22.7%を下回ったものの、価格交渉の
結果として、薬品については、内用薬、外用薬及び注射薬の全体加重平均
値引率が15.2%となり、年間で約2,878万円の削減、診療材料については、約
571万円の削減効果が得られた。
　厳しい経営状況を鑑み、今後も更なる経費削減策を講じ、材料費対医業収
益比率の改善に取り組んでいく。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

H29年度 22.9% 26.4%
　薬品及び診療材料について価格交渉を行い、
H29年度の材料費対医業収益比率は26.4%となっ
た。

b

―

―

　目標値の22.9%を下回ったものの、価格交渉の結果、薬品については、内用
薬、外用薬及び注射薬の全体加重平均値引率が17.2%となり、年間で約
2,000万円を削減し、診療材料については、約500万円の削減効果が得られ
た。
　今後も、さらなる材料費対医業収益比率の改善に向けて取り組んでいく。

R02年度 23.8% ― ― ―

R01年度 25.7% ― ― ―

41. 材料費対医業収益比率の適正化
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

60%
（18/30) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

―

R01年度 85% ― ― ―

H29年度 80% 84.33%

　以下の条件に基づいて、該当する医薬品のうち、使用数
量上位を抽出し、随時、薬事委員会の承認、院長承認を得
て切り替える方法を実施し、15品目移行及び2品目採用 し
た。
【候補選択の前提条件】
・医薬品の品質、製造管理が徹底されていること。
・医薬品の情報提供が速やかで問題の無いこと。
・安定供給が可能なこと。

R02年度 ↓ ― ―

80% 86.56%

　以下の条件に基づいて、該当する医薬品のう
ち、使用数量上位を抽出し、随時、薬事委員会の
承認、院長承認を得て切り替える方法を実施し、
10品目移行及び1品目採用 した。

【候補選択の前提条件】
・医薬品の品質、製造管理が徹底されているこ
と。
・医薬品の情報提供が速やかで問題の無いこ
と。
・安定供給が可能なこと。

　新たに薬価収載された後発医薬品や後発薬品へ切替可能な医薬品を抽出
し、随時、後発薬品へ切り替える方法を実施することにより、10品目後発薬
品へ移行及び1品目採用となり、後発医薬品の使用数量ベースでは、
86.56%(H30年度平均）となった。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

a

―

―

　随時、使用数量上位の医薬品を抽出し、切替える方法を実施することによ
り、使用数量上位の医薬品が15品目後発薬品へ移行及び2品目採用となり、
後発医薬品の使用数量ベースでは、84.33%(H29年度平均）となった。

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―③ 費用縮減に関する取組

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

ア 材料費の
縮減

42 後発医薬
品使用数量割
合の拡大

42. 後発医薬品使用数量割合の拡大
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

60%
（18/30) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

―

R01年度 ↓ ― ― ―

H29年度 実施 実施

　保守費が発生する機器について、保守費用を
含めたトータルコストを比較検討した仕様書に基
づき購入した。また、その他の機器購入に関して
も、類似機器についてはセット購入することにより
高い割引率で購入する等、医療機器調達費用の
縮減を図った。

R02年度 ↓ ― ―

実施 実施

　医療機器の調達において、トータルコストを縮
減するため、保守費用、保証期間及び関連機器
とのセット購入等の調達方法について、比較検討
を行った。

　手術支援ロボット（ダヴィンチ）〔H30.8月入札・契約〕及び患者監視モニタリ
ングシステム（H31.3月入札・契約）の調達において、当該各機器の単独調達
では、調達費用及び保守費用や保証期間の長さを含めたトータルコストの差
が小さかったため、各機器に必要な関連機器をセット購入する仕様とし、競
争性を高めて入札を行った。セット購入としたことにより、手術支援ロボット
（ダヴィンチ）では約600万円、患者監視モニタリングシステムでは約1,111万
円の削減効果があった。
　今後も、費用の縮減を図るため、医療機器の調達方法の見直しや改善を進
めていく。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

a

―

―

　超音波診断装置の購入においては、購入前の価格動向調査、メーカーへ
の働き掛け、仕様の見直し及び一括購入により、約565万円の購入費用の縮
減を図った。
　今後も医療機器の購入方法については、費用縮減できるように見直しや改
善を進める。

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―③ 費用縮減に関する取組

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

イ 医療機器
等調達費用の
縮減

43 価格及び
保守内容の妥
当性確認

43. 価格及び保守内容の妥当性確認
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

60%
（18/30) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

―

R01年度 ↓ ― ― ―

H29年度 4,000万円/年 4,257万円/年
・適切な管理運営を行うとともに、省エネルギー
効果の検証を行った。

R02年度 ↓ ― ―

4,000万円/年 4,059万2千円/年
・適切な管理運営を行うとともに、省エネルギー
効果の検証を行った。

　適切な管理運営を行ったことで、H30年度の削減効果は4,059万2千円と
なった。
　目標値は達成することができたが、今後も適切な管理運営を行い、計画目
標を達成していく必要がある。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

a

―

―

　適切な管理運営を行ったことで、H29年度の削減効果は4,257万円となっ
た。
　目標値は達成することができたが、今後も適切な管理運営を行い、計画目
標を達成していく必要がある。

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―③ 費用縮減に関する取組

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

ウ ESCOによ
るエネルギー
の省力化

44 ESCOによ
る光熱水費の
縮減

44. ESCOによる光熱水費の縮減
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

70%
（11.9/17) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

―

R01年度 ↓ ― ― ―

H29年度 実施 実施

　新病院開院に向けた病院全体の組織体制の検討を行い、組織案を作
成した。
　また、医療制度の動向や経営課題の解決に迅速に対応できるよう、事
務部門に企画部門を設置することとした。
　検討内容：診療部・診療科の細分化、精神身体合併症病棟の組織、事
務部門の組織体制（企画部門の体制整備、電算部門の充実を含む）、
（仮称）患者支援センター設置に伴う組織体制、院長直結の組織（医療安
全管理、感染管理、臨床研修管理）の体制、内科、外科に括らない部門
（腫瘍センター、手術センター）の位置付け、企画部門と事務部門の業務
の区分け

R02年度 ↓ ― ―

実施 実施

・新病院開院に向けた病院全体の組織・人員計
画を作成した。
　医療制度の動向や経営課題等に迅速に対応す
ることを目的とした企画部門の設置については、
経営状況を見ながら職員を増員して配置する必
要があるため、新病院開院時には設置しないこと
とした。
　実施内容：事務部門の組織体制案の作成（企
画部門の設置時期の延期、病院施設整備室と庶
務課施設管理係の統合）、新病院に係る条例・規
則改正の実施（標ぼう科名、病床数、定数条例
の変更）、救急ワークステーションの運営に関す
る検討（消防局と協議）、周産期センター跡地利
用に入る組織の課題整理

　新病院開院に向けた施設整備を反映した組織・人員計画を作成したが、内
科、外科に括らない部門（腫瘍センター、手術センター）の位置付け、緩和ケ
アに関する部門の位置付けは最終調整をする必要がある。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

b

―

―

　新病院開院に向けた施設整備を反映した組織体制の検討・整備を行い、組
織案を作成したが、院長直結の組織（医療安全管理、臨床研修管理）の体制
及び業務、内科、外科に括らない部門（腫瘍センター、手術センター）の位置
付け、企画部門と事務部門の業務の区分けについては、早期に整理する必
要がある。

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―④ 経営管理体制の整備

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

ア 院内組織
の見直し

45 組織の見
直し

45. 組織の見直し
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

70%
（11.9/17) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

―

R01年度 ↓ ― ― ―

H29年度 2回 2回
　6月にH28年度の経営状況等に関する院内説
明会を実施し、11月にH29年度上半期の経営状
況等に関する院内説明会を実施した。

R02年度 ↓ ― ―

2回 2回

・6月：H29年度の経営状況等に関する院内説明
会の実施
・11月：H30年度上半期の経営状況等に関する院
内説明会の実施

　診療部長や看護師長等を対象に、下記の内容について説明会を開催し
た。
　6月は、市立病院経営部からH29年度決算見込みや、主要経営指標の達成
状況について説明を行うとともに、病院長から増収への対策や今後の課題等
について説明を行った。（参加者：47名）
　11月は、市立病院経営部からH30年度上半期の決算状況（見込み）や、各
主要指標の達成状況について説明を行うとともに、病院長から延べ入院患者
数、平均在院日数及び入院診療単価のそれぞれの関連性等について説明
を行った。（参加者：55名）
　今後は参加対象者の拡大等を検討していく。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

a

―

―

　診療部長や看護師長等を対象に、下記の内容について説明会を開催した。
・6月はH28年度決算見込みや、主要経営指標の達成状況等について説明を行い、病院長による自治
体病院の経営原則や公立病院改革の取組状況、当院の経営状況の推移等について、講話を行った
（参加者：約50名）。
・11月は、Ｈ29年度上半期の決算見込みや主要経営指標の達成状況等について説明を行い、病院長
による現年及び過去3ヶ年における当院の各指標の推移や、現在当院が抱えている課題、今後当院が
目指すべき方向性等について講話を行った（参加者：約50名）。
・今後は参加対象者の拡大等を検討していく。

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―④ 経営管理体制の整備

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

イ 職員の経
営意識の醸成

46 経営状況
に関する説明
会（研修会）の
実施

46. 経営状況に関する説明会（研修会）の実施
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

70%
（16.1/23) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

―

R01年度 972名 ― ― ―

H29年度 804名 818名

・医師確保のため、関連大学の医局へ医師の派遣を要望し
た。
・年3回の看護師採用選考の実施により、H30年度当初の看護
職員数が608名となり、概ね計画どおりの職員を確保した。
・診療放射線技師の採用選考を実施し、放射線治療専門技
師、放射線治療品質管理士等の資格を有する人材を確保し
た。
・臨床工学技士の採用選考を実施し、2名を採用した。

R02年度 1,038名 ― ―

848名 888名

・医師確保のため、関連大学の医局へ医師の派
遣を要望した。
・年1回の看護師採用選考の実施により、H31年
度当初の看護職員数が603名となった。
・歯科衛生士の採用選考を実施し、歯科衛生士
の資格を有する2名を採用した。

　H30年度末とH29年度末の比較では、医師1名減、看護職員49名増、医療
技術員17名増、事務職員5名増、労務職員増減なしで、合計70名増となり、
医師以外は新病院に向けた計画人員を概ね確保した。
　特に、歯科衛生士の採用選考を行った結果、現在の市立病院には配属さ
れていない歯科衛生士を2名採用することができ、新病院開院と同時に設置
される歯科口腔外科の開設に向けた人員確保につながった。
　今後も、医師については人員確保のため関連大学の医局へ働きかけを行
うとともに、その他の職種についても新病院開院に向けた人員確保に努めて
いく必要がある。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

a

―

―

　H29年度末とH28年度末の比較では、医師8名増、看護職員43名増、医療技術員10名増、事務
職員3名増、労務職員1名減で、合計63名増となり、医師以外は新病院に向けた計画人員を概ね
確保した。
　特に、診療放射線技師採用選考を行った結果、新病院において高精度の放射線治療を行うた
めに必要となる資格（放射線治療専門技師、放射線治療品質管理士等）保持者を採用した。
　今後も、医師の確保について働きかけを行っていくこと、また、歯科医師や歯科衛生士を始めと
した新病院において新たに必要となる職種について人員の確保に努めることが必要である。

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―⑤ 職員の確保・人材育成と適正配置

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

ア 必要人員
の確保

47 職員の増
員

47. 職員の増員
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

70%
（16.1/23) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

―

R01年度 ↓ ― ― ―

H29年度 実施 実施

・医師に対し国内の学会103件、国外の学会5件の旅費・参
加費の支援を行った。
・看護師、医療技術員に対し学会や研修会に参加するため
の旅費・参加費の支援を行った。
・認定看護師「認知症看護」「新生児集中ケア」「感染管理」
及び特定行為看護師の資格取得に向け、資格取得支援
（授業料及び旅費の支出）を行った（認定3名、特定行為1
名）。

R02年度 ↓ ― ―

実施 実施

・医師に対し国内の学会103件、国外の学会5件
の旅費・参加費の支援を行った。
・看護師、医療技術員に対し、学会や研修会に参
加するための旅費・参加費の支援を行った。
・認定看護管理者、認定看護師「皮膚・排泄ケア」
及び特定行為看護師の資格取得に向け、資格取
得支援（授業料及び旅費の支出）を行った。（認
定管理者2名、認定看護師1名、特定行為1名）
・手術支援ロボット（ダヴィンチ）よる手術を行うた
めのトレーニング参加費の支援を行った。（泌尿
器科医師1名）

　医師、看護職員及び医療技術員の学会・研修会への参加や資格取得に係
る旅費・参加費・授業料等の支援を行い、専門的知識の習得につながった。
　看護職員においては、Ｈ30年度末での認定看護管理者6名、認定看護師18
名、特定行為看護師2名となり、各分野に認定看護師を配置することで、医療
活動の充実化が図られている。
　また、手術支援ロボット（ダヴィンチ）に係るトレーニング参加費の支援を行
い、泌尿器科医師がロボット支援下内視鏡手術の認定を取得し、手術支援ロ
ボット（ダヴィンチ）による手術の実施につながった。
　今後も引き続き、資格取得や学会・研修会への参加を支援していく必要が
ある。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

a

―

―

　医師、看護職員、医療技術員の学会・研修会への参加や資格取得に係る旅費・参
加費・授業料等の支援を行い、専門的知識の習得に繋がった。
　看護職員においては、Ｈ29年度末での認定看護師14名、特定行為看護師1名とな
り、各分野に認定看護師を配置することで、医療活動の充実化が図られている。
　今後も引き続き、資格取得や学会・研修会への参加を支援していく必要がある。

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―⑤ 職員の確保・人材育成と適正配置

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

イ 人材の育
成

48 資格取得
支援・研修会
や学会への参
加推進

48. 資格取得支援・研修会や学会への参加推進
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病院評価 病院評価

（点数合計/満点） （スコア）

70%
（16.1/23) A A

中項目 小項目
H30年度
目標

H30年度
実績

小項目
評価

目　標 実　績
小項目
評価

a

―

R01年度 ↓ ― ― ―

H29年度 70%以上 79%
・調査項目の見直しを行い、2月に院内職員を対
象に職員満足度調査を実施した。

R02年度 80%以上 ― ―

70%以上 77%

・H29年度調査時に、職員数が少ない職種では、
年齢等から個人の特定が可能であるとの指摘が
あったため、項目を一部修正した上で、H31年2月
に院内職員を対象に職員満足度調査を実施し、
満足度の傾向及び課題について検証を行った。

　調査票を集計した結果、「総合的に、当院で働いていることに満足している」
の項目（満足度）で『そう思う』と回答した人の割合が77％だった。
　項目別で比較すると「職場での人間関係や雰囲気は良好である」、「仕事を
通じて、自分が成長していると感じている」、「院内研修の実施、外部研修へ
の参加支援など、能力開発の機会がある」及び「上司は正当に評価してくれ
ている」の項目で『そう思う』あるいは『どちらかというとそう思う』と回答した人
の割合が高く、反対に「組織や人員配置は適切である」、「職場の施設や整
備に満足している」の項目で低かった。
　近年、職員数を増員しており、人員配置への不満は減少しているが、施設
面への不満が増加している。新病院施設整備に向けては、各所管にヒアリン
グを実施し、要望に沿った設計となっているため、移転により改善されるもの
と考えられる。

年　度 取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

a

―

―

　調査票を集計した結果、「総合的に、当院で働いていることに満足している」の項目（満足度）で『そう思
う』と回答した人の割合が79％だった。
　項目別で比較すると「現在の仕事にやりがいを感じている」、「職場での人間関係や雰囲気は良好であ
る」、「上司は、適切な支援・指導をしてくれる」、「上司は正当に評価してくれている」の項目で『そう思う』
『どちらかというとそう思う』と回答した人の割合が高く、反対に「組織や人員配置は適切である」、「職場
の施設や整備に満足している」の項目で低かった。
　今後は組織や人員配置については、各部署へのヒアリングを行うとともに、引き続き人員確保に向け
て関係機関に対し要望・働きかけを行っていく。

項　　目　　評　　価

（２） 健全な経営基盤の確立 ―⑤ 職員の確保・人材育成と適正配置

目指すべき方向性 大項目 委員会評価 委員会による評価修正理由

取組内容
病院評価説明
(成果・課題等）

ウ 働きがい
のある職場づ
くり

49 職員満足
度の向上

49. 職員満足度の向上
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